
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

【機密性２】

作成日_作成担当課_用途_保存期間発出元 → 発出先

1



下流部溢水状況

円山川

円山川
豊岡市街地

堀川橋

六方川

立野大橋

六方平野

堤防決壊（立野）

本川 立野地先堤防決壊

出石川

小野川放水路

六方平野円山川

堤防決壊（鳥居）

出石川 鳥居地先堤防破堤

被害状況 

浸水面積 
4,083ha
(農地・宅地の別不明) 

被災家屋 
7,944戸※うち半壊4,033戸

（床上・床下内訳不明） 

人的被害
死  者  7人、
負傷者 51人
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平成16年台風23号による被害



アイティ （北玄関付近）
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アイティ （北玄関付近）
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23:15 堤防決壊

観測史上最高水位
８．２９ｍ を記録

総雨量 293mm

立
野
水
位

m

立
野
上
流
域 

流
域
平
均
雨
量

mm

２日雨量 278 mm

12時間雨量 206 mm

時間1.8m 
急上昇

平成16年台風23号における雨量と水位
■立野水位観測所（豊岡市）
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河道を掘削して河川水の流れる断面を広げ、洪水時の水位を低下河道掘削

出石川 五条大橋 上流側

土運船で土砂仮置き場まで輸送

円山川 港大橋 上流側

掘削箇所

断面図
約40m

約60m

多自然型ブロック
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平成16年台風23号被災後に進めてきた治水対策①

整備前

整備後

施工中

施工中

施工中



洪水の流下を阻害する橋梁や堰を改築橋梁、堰の改築

豊岡
大橋KTR

橋梁

橋脚１０基→５基

桁下高約3m嵩上 -3
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0
1
2
3
4
5
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橋梁

計画高水位より
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円
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橋
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平成15年5月7日 撮影

約30ｍ

平成22年5月20日撮影

約60ｍ

北近畿タンゴ鉄道橋梁 出石川 新田井堰

魚道

魚道
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平成16年台風23号被災後に進めてきた治水対策②

整備前

整備後

整備前

整備後



HWL+0.5m

現在の県道

現在の堤防

円山川

円
山
川

一日市島

豊岡大橋
（R178号）

堤防欠損（一日市）

築堤工事完成

緊急復旧

築堤工事完成

築堤工事施工前（宮島）

断面図

堤防高さの確保 堤防の拡幅や嵩上げ（施工高：計画高水位+0.5m）を行い、必要な断面を確保
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平成16年台風23号被災後に進めてきた治水対策③

整備前

整備後

整備前

整備後



1号機

（4m3/秒）

2号機

（9m3/秒）

3号機

（10m3/秒）

4号機

（10m3/秒）

家屋の床上浸水被害を軽減するため排水機場を整備排水ポンプの増強

豊岡排水機場 12m3/秒 ➢ 15m3/秒
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平成16年台風23号被災後に進めてきた治水対策④

八代排水機場 4m3/秒 ➢ 33m3/秒整備後 整備後

施工中



■立野水位観測所（豊岡市）

水位（ｍ）

はん濫注意水位 4.50m

避難判断水位 5.20m

5.97m
（令和5年台風第7号）

6.96m
（平成30年前線・台風第7号）

円山川における洪水での水位（平成元年～令和５年）

はん濫危険水位 6.20m

8.29m
（平成16年台風第23号）

計画高水位 8.16m

累加雨量

275mm
累加雨量

278mm ほぼ同じ雨量

平
成
16
年

令
和
５
年

10



時間雨量50mmを超える短時間強雨の発生件数が増加

１時間降水量50mm以上の年間発生回数（アメダス1,300地点あたり）
＊気象庁資料より作成 11

一方で、近年の雨の降り方に変化



短時間強雨の発生の増加や台風の大型化等により、近年は浸水被害が頻発しており、
既に地球温暖化の影響が顕在化しているとみられ、今後さらに気候変動による水災害の
激甚化・頻発化が予測されている。

※ここに例示したもの以外にも、全国各地
で地震や大雨等による被害が発生

【平成27年9月関東・東北豪雨
】

①鬼怒川の堤防決壊による浸水被害

（茨城県常総市）

②小本川の氾濫による浸水被害

（岩手県岩泉町）

【平成28年8月台風第10号】 【平成29年7月九州北部豪雨】

③赤谷川における浸水被害

（福岡県朝倉市）

【平成30年7月豪雨】

【令和元年東日本台風】 【令和2年7月豪雨】 【令和3年8月の大雨】

■毎年のように全国各地で浸水被害が発生

【令和4年8月の大雨】

⑧最上川における浸水被害

（山形県大江町）

⑤千曲川における浸水被害

(長野県長野市)

⑥球磨川における浸水被害

（熊本県人吉市）

⑦池町川における浸水被害

（福岡県久留米市）

【令和5年7月の大雨】

④小田川における浸水被害

（岡山県倉敷市）

⑨太平川における浸水被害

（秋田県秋田市） ③

②

①

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨
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気候変動による水災害の頻発化・激甚化

⑩

【令和6年9月の大雨】

⑩塚田川における浸水被害

（石川県輪島市）



表：降雨量変化倍率をもとに算出した、流量変化倍率と洪水発生頻度の変化

全国の市町村における 10

年間の水害、土砂災害の

発生件数（平成23年～令

和２年）

■ 10回以上

■ 5-9回

■ 1-4回

□ 0回

：1005

：427

：268

：41

発生件数 市町村数

出典：水害統計（国土交通省）

気候変動シナリオ 降雨量 流量 洪水発生頻度

２℃上昇時 約1.1倍 約1.2倍 約２倍

１０年間で、水害・土砂災害が１回

以上発生した市町村の数

1700（全市町村数：1741）

六角川（佐賀県武雄市）の状況：令和3年8月

気候変動により、これから洪水発生

が増えることが懸念されている。

令和２年までの10年間、1回も水害、土砂災害
が発生しなかった市町村は、わずか41。
水災害は国民全員に関係し、これからリスク
がますます高まろうとしている中、産官学民が
協働して「流域治水」を推進し、社会の安全度
を高めていくことが重要。
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気候変動による水災害の頻発化・激甚化



関係者が協働して進める流域治水

気候変動の影響などを踏まえ、流域のあらゆる関係者が協働して
行う治水対策、「流域治水」へ転換し、ハード・ソフト一体で多層的に
進めます
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ひのそ他地区
堤防整備

堤防強化豊岡市

堤防整備、河道掘削、護岸整備、
橋梁改築、井堰改築

瀬戸・津居山地区堤防整備・公共下水道・特定環境下水道整備（雨水対策)

・浸水による被害軽減のための体制整備

森林の整備及び保全

・浸水による被害軽減のための体
制整備

校庭貯留
地下貯留

与布土ダム

多々良木ダム

大町大池

激甚災害対策特別緊急事業で掘削
時に環境に配慮し、湿地を再生。そ
の後、自然再生事業で質的改良を
実施。

円山川に降り立つコウノトリ

既設排水機場の耐水化

中郷遊水地整備
堤防強化 但東ダム

・土地等の雨水貯留浸
透機能の確保

（ダム等5施設の事前放流）

日高地区堤防整備

鶴岡日置地区
輪中堤整備

宿南地区
（樋門・堰堤・「田んぼ
ダム」・雨水貯留施設
等）

河道掘削

大路ダム

朝来市

対象流域

国管理区間

県管理区間

林野庁 林地

森林整備センター 林
地

平成16年台風23号
堤防決壊箇所（国）

凡 例

校庭等貯留等

田んぼダム等

災害に強い森
づくり

砂防堰堤・
治山ダムの整備

建物等の耐水化

・貯水施設の雨水貯留
容量の確保

（ダム等5施設の事前放流）

朝来市管理道路
における歩道透

水性舗装

養父市

河道掘削

河道掘削

更なる洪水調節施設の検討

河道掘削

河道掘削

・貯水施設の雨水貯留容量の確保
(ダム等４施設の事前放流、多々良木ダムの治水協力)

高頻度（1/10)
中高頻度（1/30）
中頻度(1/50)
中低頻度(1/100)
想定最大規模

水害リスクマップ
（浸水50cm以上）

円山川水系で進める流域治水プロジェクト
■具体の取組
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①氾濫を防ぐ・減らす ②被害対象を減らす
③被害の軽減・早期復旧

・復興

○気候変動を踏まえた治水計画への
 見直し
 （２℃上昇下でも目標安全度維持）

＜具体の取組＞
・気候変動を考慮した河川整備計画に   
基づくハード対策

○流域対策の目標を定め、
役割分担に基づく流域対策の推進
＜具体の取組＞
・雨水浸透阻害行為の規制

○あらゆる治水対策の総動員
＜具体の取組＞
・更なる洪水調節施設の検討

・「田んぼダム」の取組

○多面的機能を活用した治水対策の推進
＜具体の取組＞

・遊水地内の利活用

○既存ストックの徹底活用
＜具体の取組＞
・利水ダム等の治水活用

○溢れることも考慮した減災対策の   
推進
＜具体の取組＞
・浸水被害防止区域の検討
・土地利用や住まい方の工夫

○気候変動を踏まえた治水計画へ
の見直し
（２℃上昇下でも目標安全度維持）

＜具体の取組＞

・気候変動を考慮した河川整備計
画に基づくソフト対策

○溢れることも考慮した減災対策の
推進
＜具体の取組＞
・粘り強い河川堤防の検討・整備

○インフラDX等における新技術の
活用
＜具体の取組＞
・河川管理施設の自動化・遠隔化
・ワンコイン浸水センサー

円山川水系で進める流域治水プロジェクト
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円山川水系で進める流域治水プロジェクト

①氾濫を防ぐ・減らす 具体例：中郷遊水池

■遊水池の仕組み

■遊水池整備箇所

■水位抑制効果
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（令和6年8月撮影）

排水樋門

流入樋門
遊水地掘削
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下 池

上 池
遊水地掘削

中郷遊水池の現況

円山川水系で進める流域治水プロジェクト



③被害の軽減・早期復旧・復興

円山川水系で進める流域治水プロジェクト

■リアルタイムの浸水状況表示システム

浸水センサを用いて面的かつリアルタイムに浸水状況を把握し、迅速な災害対応を行う

■浸水センサー設置例

具体例：ワンコイン浸水センサー
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浸水想定区域や避難所などを防災マップでご確認ください

防災マップ 豊岡 検索

アイティ
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住民一人ひとりのタイムライン（防災行動計画）
平時から防災マップなどを確認し、自分自身（世帯）の避難行動をあらかじめ決め、カードに
書き記しておくことで、いざという時の速やかな避難行動に役立てることができます
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ご静聴ありがとうございました
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